
                                         津山市立鶴山小学校                                             

                                               学校だより  Ｎｏ．８ 

 令和７年１２月１９日（金） 
 

子どもたちの学校生活の様子を学校ホームページで更新しています。 

ＰＣだけでなく右の二次元コードを読み取っていただくと携帯用にもつながります。 

大切な配布物やお知らせ等もアップしますので、ぜひ定期的にご覧下さい。 

 

子どもたちの成長にとって必要なこと・本当の楽しさとは 

「なるべく小さな幸せと なるべく小さな不幸せ なるべく一杯集めよう」 

長かった２学期も来週で終わります。子どもたちにとって、各学年の中で最もたくさんの行事があり、学校

生活においても嬉しいこと・悔しいことをたくさん経験した学期だったと思います。子どもたちには集会等で

「楽しい鶴山小学校にしていこう！」「本当の楽しいってどんなこと？」と事あるごとに問いかけてきました。

「楽しさ」の中には「面白い。やってみたい。ワクワクする。」といった要素は当然大前提として必要です。しか

し、「面倒くさい。苦しい。我慢しなくちゃいけない。」（もちろん行き過ぎた内容や状況は肯定できませんが）

こういった要素も子どもたちの成長にとっては必要であり、それらを経験し乗り越えた後の充実感や満足感

も大切な「楽しさ」である、ということを学校は今学期も子どもたちに伝え続けてきたつもりです。 

３０年ほど前にブルーハーツという有名なロックバンドが活躍していたことをご存知の皆様も多いかと思

います。ボーカルを担当していた甲本ヒロトさんは岡山市出身ということもあり、当時から大人気でした。そ

のブルーハーツの代表曲の中に『情熱の薔薇』という曲があります。メロディを聴けば今の若い世代の方

でも知っている人はいると思います。作詞は甲本ヒロトさんです。その歌詞に「なるべく小さな幸せと、なるべ

く小さな不幸せ、なるべく一杯集めよう、そんな気持ちわかるでしょう、答えはきっと奥の方、心のずっと奥の

方・・・♪」という一節があります。若い頃はそれほど意識していませんでしたが、年を経て聴くたびに「わか

るなあ。子どもたちの成長にとっても通じるものがあるなあ。」とその歌詞の奥深さに感動し、教育の仕事に

携わる我々もこのような目線を日々忘れてはならないと思いを強くしているところです。 

年末年始はご家族で過ごされる時間もいつも以上に増えるかと思います。このような機会にお子さんの

令和７年のチャレンジ（成功体験も失敗体験も含め）についてご家族で聴き（訊き）あい、振り返っていただ

けたらと思います。そして、我々教職員と同様に「大丈夫！色々な経験があなたの心を強く大きくしてくれてい

るよ」とポジティブな一声を保護者の皆様からかけていただけると幸いです。 
 

２学期も大変世話になりました。来たる新年も引き続きよろしくお願いいたします。 
 

 



学校評価：児童アンケート・保護者アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期に実施した学校評価アンケートでは、お忙しい中ご協力をいただき誠にありがとうございました。こ

こに児童アンケートの結果とあわせて、一部抜粋ではありますがお知らせいたします。 

本校が目指している「楽しい鶴山小学校」に当たる項目については、上記の通り児童・保護者アンケート

両者ともに概ね９０％前後の肯定的評価を得ることができました。しかし、その肯定的評価の内訳において

は、「よくあてはまる」と「だいたいあてはまる」の割合が児童と保護者の認識では逆転現象が起きているこ

とがわかります。学校としては、この強肯定群「よくあてはまる」のパーセンテージが両者（児童・保護者）と

もに肯定的評価のうちの５０％以になることを目指し、職員一同これからも研鑽を重ねてまいります。 

また、気になる部分として「テレビやゲーム、ネット・スマホ等メディアとのつきあい方」に関わるアンケート

の否定的評価の割合が４０％を占めている点、それらに関連した「家庭学習の時間や質について」や、掲載

はしておりませんが「就寝時刻・起床時刻等の生活リズムの不定期さ」等もメディアとのつきあい方に付随

した課題として挙げられます。１０月には「ネット社会を生きるみなさんへ」と題した PTA子育て講演会も実

施したところですが、それぞれが絡み合うメディア・生活習慣・学習習慣の問題については、今後も保護者

の皆様にご理解をいただきながら取組を進めていかなければならないと考えております。引き続きご協力を

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

児
童 



１年生が昔あそび体験を行いました 
１１/２８（金）東苫田老人クラブの皆様をお迎えし、１年生の昔あ

そび体験を実施しました。総勢２０名の皆様が、コマ回し・お手玉・カ

ルタ・竹とんぼ・けん玉等の昔あそびを１年生に教えて下さいました。

上手にできて声をあげて喜んだり、うまくできずに泣きべそになった

りと、それぞれのコーナーで一生懸命あそぶ子どもたちの姿に老人

クラブの方々も目を細めら

れていました。楽しいひと

ときが終わると、１年生た

ちは東苫田老人クラブの皆様にプレゼントやお手紙を渡し、最後

にみんなでお見送りをしました。「１年生に元気をもらいました。」

「とても楽しかったですよ。」といった感想もいただき、学校として

も大変嬉しく思っています。東苫田老人クラブの皆様、今回も大

変お世話になりました。ありがとうございました。 
 

６年生がお正月のお飾りづくりを体験しました 

１２/２（火）東苫田を始めとする地域老人クラブの皆様を講師に

お迎えし、6年生が保護者の方々と一緒に、毎年恒例のお飾りづく

りを行いました。子どもたちは初めての体験に目を輝かせながらお

飾りづくりにチャレンジしていました。このような日本の伝統文化を

季節毎に体験できる機会があるということは本当に貴重で、学校に

とってもありが

たい限りです。

６年生たちに

は今回つくったＭｙお飾りを眺めながら、いつもとは違

った小学校生活最後の思い出深いお正月をご家族

とともに過ごしてもらえたらと願っています。 
 

島根県：津和野小学校とのオンライン交流会を実施しました 

津山市では優れた蘭学者・洋学

者を排出した歴史的な背景でゆか

りのある島根県津和野町・大分県

中津市と「蘭学・洋学 三津同盟」

を締結していることから、本校では

６年生が毎年島根県の津和野小

学校と交流を行っています。一学期

に今年度第１回目の交流会を行い、

１２/１５（月）第２回目の交流会を実施しました。今回はお互いが郷土学習で

学んだことを交流し合うことで相互理解を深めました。自身が学んだことをア

ウトプットしながら、同時に県外の子どもたちとも繋がりを持つことができ、今

回も子どもたちにとって大変貴重な経験と学びの場となりました。 

 



 
 

日 曜
給

食
1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 ×

8 木 ○

9 金 ○

10 土

11 日

12 月

13 火 ○

14 水 ○

15 木 ○

16 金 ○

17 土

18 日

19 月 ○

20 火 ○

21 水 ○

22 木 ○

23 金 ○

24 土

25 日

26 月 ○

27 火 ○ 13:15 14:40

28 水 ○

29 木 ○

30 金 ○

31 土

2日（月）交通指導　クリーン隊　全校朝の会 18日（水）ぶっくまる ： 1～６年 16日

5日（木）昔しらべ（3年）　ＰＵＴ 19日（木）ＰＵＴ

6日（金）漢字検定　教育美術展～8日 20日（金）委員会

10日（火）交通指導　安全点検 24日（火）通学班会

12日（木）避難訓練　短⑤ 25日（水）校内研修

13日（金）学テプレ 26日（木）ＰＵＴ

16日（月）学テプレ採点　短④ 27日（金）学級代表の会　クラブ

17日（火）参観日　学年懇談　学校運営協議会　短⑤

おもてなしプロジェクト（５年）　ＰＵＴ　ＡＬＴ

委員会 学校徴収金引落日 1年学年P

給食日数

2月

14:40

アイマスク体験（３年）　ＰＵＴ

校内研修

きらきら作品展

きらきら作品展

きらきら作品展

とんど（６年）　ＡＬＴ

ぶっくまる

ＰＵＴ

中道中入学説明会　短縮⑤　ＡＬＴ

学級代表の会

新入生入学説明会　ＡＬＴ １年短④

クラブ　４年⑥

成人の日

ＡＬＴ

職員会議

冬季休業日

冬季休業日

始業式　通学班会　短③　地区下校

給食開始　短④　ＡＬＴ

スケート教室（４・５年）　委員会　ＳＣ

冬季休業日　閉庁

　令和7年度　　１月 行 事 予 定    津山市立鶴山小学校　（授業日数：１～６年　17日）

学　　校　　行　　事

冬季休業日　閉庁　元日

冬季休業日　閉庁

冬季休業日　閉庁
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14:40 15:35

14:40 15:35

14:40 15:35
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